
31年度予算額 30年度予算額 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1）経常収益
①基本財産運用益 (189) (142) (47)

基本財産受取利息 189 142 47
②特定資産運用益 (4,359) (4,637) (△278)

特定資産受取利息 4,359 4,637 △ 278
③受取会費 (500) (500) (0)

特別会員受取会費 500 500 0
④雑収益 (52) (144) (△92)

受取利息 52 144 △ 92
雑収益 0 0 0

経常収益計 5,100 5,423 △ 323
(2) 経常費用

事業費 (13,255) (13,195) (60)
役員報酬 4,219 4,219 0
給料手当 2,070 2,070 0
退職給付費用 145 145 0
福利厚生費 23 23 0
旅費交通費 1,662 1,456 206
通信運搬費 274 262 12
会議費等 630 890 △ 260
減価償却費 155 156 △ 1
消耗品費 216 413 △ 197
光熱水料費 79 70 9
管理費・賃借料 292 271 21
諸謝金 3,380 3,140 240
諸会費 65 65 0
雑費 45 15 30

管理費 (2,605) (2,615) (△10)
役員報酬 627 631 △ 4
給料手当 680 680 0
退職給付費用 16 16 0
福利厚生費 0 3 △ 3
旅費交通費 51 44 7
通信運搬費 33 24 9
会議費等 68 65 3
減価償却費 42 42 0
消耗品費 36 37 △ 1
光熱水料費 11 10 1
管理料・賃借料 42 39 3
諸謝金 550 600 △ 50
租税公課 87 90 △ 3
支払負担金 262 290 △ 28
雑費 100 44 56

　経常費用計 15,860 15,810 50
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31年度予算額 30年度予算額 増減

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 10,760 △ 10,387 △ 373
基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0

　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △ 10,760 △ 10,387 △ 373

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益
　経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用
　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 10,760 △ 10,387 △ 373
一般正味財産期首残高 95,491 112,533 △ 17,042
一般正味財産期末残高 84,731 102,146 △ 17,415

３．予備費 400 400 0
Ⅱ指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 20,000 20,000 0
指定正味残高期末残高 20,000 20,000 0

Ⅲ正味財産期末残高 104,331 121,746 △ 17,415
（注）　①借入金限度額　10,000千円（借入れ予定なし）　設備投資計画なし。

　②特定費用準備資金（特定資産）の取崩は社債11,000千円を予定。
(都市化研究準備資金9,800千円　法人管理準備資金1,200千円）
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